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【１ シャインマスカットの特徴】 

(1)「安芸津２１号（スチューベン×マスカットオブアレキサンドリア）」に「白南」を交配（２００

６年種苗登録）しています。独立行政法人果樹研究所育成の品種です。 
(2)収穫期は９月下旬頃で「紅伊豆」と同時期です。 
(3)粒重は９ｇ前後、果房の大きさ 400g 程度です。 
(4)果皮色は黄緑で、食味に優れ、芳醇なマスカット香が特徴的です。 

 (5)ジベレリン処理をすることで着粒が安定するとともに、皮ごと食べることができます。 
 

 

 

 
 

【２ 活用方法】 
 (1)収穫期が「紅伊豆」と同時期であるため、セット販売が可能です。 

 (2)「マスカット香が強い」、「皮ごと食べることができる」など特徴的で 

  直売での販売も期待できます。 
 

【３ 留意事項】 
  育成元である独立行政法人果樹研究所の樹にウイルス保毒が確認されたため、ウイルスフリー化後、
平成１９年２月に種苗会社等に穂木の配布が予定されています。しかし、その量は少なく、苗木の生
産販売は２～３年後の見込みとなっています。 
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芳醇なマスカット香  「シャインマスカット」 

ジベレリン処理 
 満開期と満開 10～15 日

（２回処理）

 処理濃度：25ppm 
 無核化と着粒安定効果 

収穫期：９月下旬 
房重：400g 程度 
粒重：9g 前後 

糖度：１８％ 
酸度：0.2～0.3 
芳醇なマスカット香

食味アンケート結果
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収穫期の幅が広い 
 収穫前期でも食味良好 
 収穫後期でも劣化が少ない 


